
正確に滞りなく現場が進む！スマートコンストラクションアプリ

アプリを使って�
施⼯前の⼟量や地形を把握

■■現場詳細■■ 
愛知県名古屋市天⽩区 
中⼩河川改良⼯事（防災安全・緊急対
策） 
(ＩＣＴ活⽤⼯事)(1号⼯)〈⼆級河川天
⽩川〉 
平成12年の東海豪⾬により甚⼤な被害
を受けた天⽩川の川幅を広げ、流下能⼒
を増強し防災対策を図る⼯事。 
【施⼯⼟量】切⼟8,200m³ 
【施⼯延⻑】107m 
【ソリューション】 
 3D測量/ｽﾏｰﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｱﾌﾟﾘ 
■■導⼊経緯■■ 
⽔野建設(株) 
現場代理⼈ ⼩林考次さん 
建設業のＩＣＴ活⽤が進む中、社内でも
積極的に新しい事へ挑戦したい思いがあ
り、今回初めてのＩＣＴ活⽤⼯事モデル
現場に挑戦し、ＩＣＴ建機を導⼊しまし
た。スマートコンストラクションアプリ
を使⽤し発注者から頂いた設計データと
3次元起⼯測量データの⽐較が可能にな
り、施⼯前の正確な⼟量把握や設計と現
況地形に相違が無いかを事前に確認する
事で、施⼯を滞りなく進められると考
え、スマートコンストラクション導⼊を
決めました。
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設計に変更が発⽣しても�
その場で対応が可能

■■導⼊効果■■ 
⽔野建設(株) 
現場代理⼈ ⼩林考次さん 
今回の現場では、施⼯前に設計図⾯と現
況地形との⼟量の差が把握できていない
と、施⼯途中で計画の練り直しが発⽣
し、⼿直しに時間と⼯数がかかってしま
います。スマートコンストラクションア
プリを使⽤したことで施⼯前の現況地形
を把握でき、設計との⼟量差を確認でき
るので、施⼯を滞りなく進める上でとて
も良い機能だと思いました。万が⼀、施
⼯途中に⾼低差等の部分的な設計変更が
発⽣した場合でも、ＩＣＴ建機内のモニ
タ画⾯でオフセットの操作ができるの
で、3次元設計データの変更が簡単に⾏
えました。従来の施⼯法であれば、数名
で丁張を掛け直すなどの⼿間が発⽣しま
すが、このオフセット機能によりＩＣＴ
建機に乗⾞したまま変更ができ、丁張設
置も不要で、楽に施⼯を進める事ができ
ます。 
今後も現場を3次元データで管理できる
スマートコンストラクションアプリ等の
ＩＣＴツールを積極的に活⽤していきた
いと思います。
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